
松山市農業委員会の農業委員候補者情報の公表（中間公表）

松山市農業委員会の農業委員の推薦及び応募状況を次のとおり公表します（中間公表）。
※公表内容は、推薦書または応募書記載のとおりです。

団体推薦の状況

番号
（五十音
順）

氏名 職業 年齢 性別 学歴・職歴・経歴
農業経営の状況
(耕作面積・作付品
目・農業従事日数)

認定農
業者等で
あるか否
か

推薦の理由
農地利用最適化推
進委員候補者とし
ての推薦の有無

抱負 団体の名称 団体の目的 代表者氏名
構成員
の
人数

構成員
たる資
格等

1 池田　友邦 農業 80 男

昭和４０年３月
　新田高校　普通科卒業
昭和４０年４月～平成２３年３月
　ブリヂストンタイヤ愛媛販売㈱
平成２４年～現在
　農業
平成２６年３月～令和５年３月
　東方町総代
平成３０年３月～令和５年３月
　荏原地区土地改良区副理事長
平成２６年７月～現在
　松山市農業委員会会長代理

１００ａ
米・花木

年間１５０日

認定農
業者等で
ある

地区の農業事情にも深く精通し、地元の信頼も
厚い。地域のお世話も長年に渡り続けている。

無

農業委員として４期務
めた。農業委員会業
務は変革を迎えてい
る。地域の資産ともい
える優良農地を将来
に引き継いでいけるよ
う務める。

松山市荏原地区
土地改良区

地区内の農業生産
基盤の整備及び開
発を行い、農業生
産の向上を図る。

理事長　三好　晶一 1,184

地区内
に農地
を所有
又は耕
作してい
ること

2 烏谷　陽一郎 会社役員 67 男

昭和５７年３月
　東海大学工学部建築　卒業
昭和５７年４月～昭和６０年５月
　㈱浪速設計事務所
昭和６０年５月～現在
　㈱連合企画設計役員
令和元年４月～現在
　道後水利組合員
令和３年４月～現在
　道後水利組合　副組合長
令和２年７月～令和５年７月
　松山市農業委員会委員
令和５年７月～現在
　最適化推進委員

１２７ａ
柑橘

年間５０日

認定農
業者等で
ない

農業委員の実績も有り、役員としても有能の為 無
地元農業の安定に向
け協力させて頂きま
す。

道後水利組合
地区内の農業用水
の管理調整・農地
の管理

総代　中西　清 10
地域内
農地所
有

3 仙波　正幸 農業 68 男

昭和５４年３月
　国立新居浜工業高等専門学校　電気工学部卒業
昭和５４年４月～現在
　農業
平成２８年～現在
　平井町土地改良区理事
平成２８年～現在
　松山市農協理事
平成１４年～平成２０年、令和２年～令和５年
　松山市農業委員
平成２９年７月～令和２年、令和５年～令和７年
　松山市農地利用最適化推進委員

３８０ａ
水稲

年間２５０日

認定農
業者等で
ある

認定農業者として農業に専業するとともに、地区
内の農業事情にも精通し、地区内農業の振興と
生産意欲も高いと認められることから推薦するも
のです。

無

農業に携わる中、地
域農業は高齢化が進
み担い手不足、それ
による荒廃農地が増
え、農業経営環境の
悪化など多くの課題を
抱えており、取り巻く
状況の厳しさを実感し
ております。そのよう
な中で地域農業に少
しでも貢献できるよう
取り組んでいきたい。

松山市平井町土
地改良区

地区内の農業生産
基盤の整備及び開
発を行い、農業生
産の向上を図る。

理事長　仙波　隆一 355
耕作者
正組合
員

4 野田　和宏 農業 68 男

昭和５１年２月
　新田高校工業課電気課卒業
昭和５１年４月～令和３年３月
　一般財団法人　四国電気保安協会
令和３年４月～現在
　農業
令和４年４月～令和６年３月
　北条辻北地区副区長
令和３年６月～令和５年５月
　北条市北条土地改良区水利担当理事
令和５年６月～令和７年５月
　北条市北条土地改良区副理事長
令和７年６月～現在
　北条市北条土地改良区理事長
令和５年４月～令和８年３月
　えひめ中央農業協同組合　北条中央支所運営委員

９４ａ
水稲、キャベツ、

ショウガ
年間２５０日

認定農
業者等で
ある

農業に関する実績も高く、地区内の農業事情に
精通し、地域の農業者からの信頼も厚く、生産
意欲も高いと認められるため推薦するものであ
る。

無

委員として、農業の発
展のため自らの責任
を果たせるよう努力し
てまいります。

北条市北条土地
改良区

地区内の農業生産
基盤の整備及び開
発を行い、農業生
産の向上、農業総
生産の増大を図
る。

理事長　野田　和宏 102

地区内
に農地
を所有
又は耕
作してい
ること

推薦をした者推薦を受けた者
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松山市農業委員会の農業委員候補者情報の公表（中間公表）

松山市農業委員会の農業委員の推薦及び応募状況を次のとおり公表します（中間公表）。
※公表内容は、推薦書または応募書記載のとおりです。

団体推薦の状況

番号
（五十音
順）

氏名 職業 年齢 性別 学歴・職歴・経歴
農業経営の状況
(耕作面積・作付品
目・農業従事日数)

認定農
業者等で
あるか否
か

推薦の理由
農地利用最適化推
進委員候補者とし
ての推薦の有無

抱負 団体の名称 団体の目的 代表者氏名
構成員
の
人数

構成員
たる資
格等

推薦をした者推薦を受けた者

5 藤岡　正勝 農業 81 男

昭和３８年３月
　松山城南高等学校　普通科卒業
昭和３８年４月～平成１７年３月
　四国建設機械販売
平成１７年４月～現在
　農業
平成２０年４月～平成２２年３月
　久谷地区総代会会長
平成２８年９月～令和元年８月
　荏原地区土地改良区理事長
平成１７年７月２０日～平成２６年７月１９日
　松山市農業委員会農政部会長
平成２５年６月～平成２８年６月
　えひめ中央農業協同組合経営管理委員
平成２７年４月～現在
　えひめ中央農業協同組合米麦生産協議会委員

２７０ａ
稲・野菜

年間３００日

認定農
業者等で
ある

地区の農業事情にも深く精通し、地元の信頼も
厚い。地域のお世話も長年に渡り続けている。

無
営農後継者の育成、
農地集積を図る。

松山市荏原地区
土地改良区

地区内の農業生産
基盤の整備及び開
発を行い、農業生
産の向上を図る。

理事長　三好　晶一 1,184

地区内
に農地
を所有
又は耕
作してい
ること

6 本田　光幸
農業兼団体
職員

63 男

昭和６０年３月
　神戸学院大学　経済学部卒業
昭和６０年４月～昭和６１年３月
　マルトモ株式会社
昭和６１年４月～現在
　松山市農業協同組合
令和元年６月～現在
　松山市農業協同組合理事
令和６年４月～現在
　余戸土地改良区代表監事

３３ａ
水稲・蚕豆・ブロッ

コリー
年間２００日

認定農
業者等で
ある

農業に関する実績も高く、地区内の農業事情に
精通し、地域の農業者からの信頼も厚く、生産
意欲も高いと認められるため推薦するもので
す。

無

農業者の高齢化と担
い手不足が叫ばれて
いる中、耕作放棄地
の再生、農地利用の
最適化と新規就農者
の確保また地域農業
を維持していくため、
農地保全や担い手の
確保といった地域の
将来の農業の在り方
に取り組んでいきたい
と思います。
また、地域の農業者
や農地所有者の代表
として農地の適正な利
用を守り、農業者の相
談に乗り地域農業の
発展に貢献し、地域農
業の「守り手」として取
り組んで参ります。

松山市農業協同
組合

農業者の協同組織
の発達を促進する
ことにより、農業生
産力の増進及び農
業者の経済的社会
的地位の向上を図
り、もって国民経済
の発展に寄与する
こと。

代表理事組合長
阿部　和孝

38,000 組合員

7 宮内　祥二郎 農業 61 男

昭和５８年３月
　愛媛大学農学部附属農業高等学校卒業
昭和５８年４月～現在
　農業
平成２２年６月～現在
　JAえひめ中央経営管理委員
平成２２年６月～平成２５年６月
　丸温松山中央青果株式会社取締役
平成２５年７月～現在
　松山市農業委員
平成２５年４月～現在
　松山市東温市共有山林組合山林委員長

３３０ａ
水稲・麦・柑橘
年間３００日

認定農
業者等で
ある

地区内の農業事情に精通し、地域の農業者から
の信頼も厚く、生産意欲も高いと認められる為
推薦するものです。

無
地域の農業振興を図
り農地を守りたい。

松山市梅本地区
土地改良区

地区内の農業生産
基盤の整備及び開
発を行い、農業生
産の向上を図る。

理事長　家久　英雄 500

地区内
に農地
を所有
又は耕
作してい
ること
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松山市農業委員会の農業委員候補者情報の公表（中間公表）

松山市農業委員会の農業委員の推薦及び応募状況を次のとおり公表します（中間公表）。
※公表内容は、推薦書または応募書記載のとおりです。

団体推薦の状況

番号
（五十音
順）

氏名 職業 年齢 性別 学歴・職歴・経歴
農業経営の状況
(耕作面積・作付品
目・農業従事日数)

認定農
業者等で
あるか否
か

推薦の理由
農地利用最適化推
進委員候補者とし
ての推薦の有無

抱負 団体の名称 団体の目的 代表者氏名
構成員
の
人数

構成員
たる資
格等

推薦をした者推薦を受けた者

8 三好　陽造 農業 74 男

昭和４９年３月
　広島修道大学商学部　卒業
昭和５３年４月～平成２９年４月
　愛媛日野自動車株式会社
平成３０年４月～令和２年３月
　高岡町自治会会長
令和３年４月～令和７年３月
　高岡土地改良区理事長
令和７年４月～現在
　一般社団法人高岡河川管理組合代表理事

３０ａ
水稲

年間２００日

認定農
業者等で
ない

常日頃より農業、農地のことに関して問題意識
をもち、改良区の理事長もつとめ、自治会長もつ
とめ、生石地区全体にも目が向く人物であり推
薦する。

無

農業従事者の減少及
び高齢化に伴い、担
い手不足に対応した
農業生産基盤の強化
が課題となるなか、農
地等の利用の最適化
の推進に関し、地域農
業者間との連携に貢
献出来ればと思いま
す。

生石地区改良区
長会連絡協議会

生石地区農協組合
員の経済的社会的
地位の向上と調和
を図ることを目的と
する。

松山市久保田土地
改良区　理事長　秀

野　隆昭
12

地区内
の土地
改良区
正副理
事長

9 山岡　欣也 農業 67 　男

昭和５２年３月
　愛媛県立新居浜工業高等学校　卒業
昭和５８年４月～現在
　農業
平成２８年３月～現在
　愛媛県農業指導員
令和５年７月～現在
　松山市農業委員

２５０ａ
柑橘

年間３００日

認定農
業者等で
ある

えひめ中央農協の経営管理委員として農協事
業に精通しており、また、認定農業者として農業
事情においても精通していることから、農協の代
表として推薦するものです。

無

農業を取り巻く環境は
厳しい中ではあるが、
担い手の育成、農地
の有効利用を促進し
地域の農業生産の振
興に少しでも寄与でき
るよう努めていきた
い。

えひめ中央農業
協同組合

地域の農業生産の
振興を目的として、
協同して組合員の
事業・生産のため
の必要な事業を行
う。

代表理事
理事長

武市　佳久
41,049 組合員
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松山市農業委員会の農業委員候補者情報の公表（中間公表）

松山市農業委員会の農業委員の推薦及び応募状況を次のとおり公表します（中間公表）。
※公表内容は、推薦書または応募書記載のとおりです。

個人推薦の状況

番号
（五十音
順）

氏名 職業 年齢 性別 学歴・職歴・経歴
農業経営の状況
(耕作面積・作付品
目・農業従事日数)

認定農
業者等で
あるか否
か

推薦の理由
農地利用最適化推
進委員候補者とし
ての推薦の有無

抱負 氏名 職業 年齢 性別

1

推薦をした者推薦を受けた者

申請無し
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松山市農業委員会の農業委員候補者情報の公表（中間公表）

松山市農業委員会の農業委員の推薦及び応募状況を次のとおり公表します（中間公表）。
※公表内容は、推薦書または応募書記載のとおりです。

応募の状況

番号
（五十音順）

氏名 職業 年齢 性別 学歴・職歴・経歴
農業経営の状況

(耕作面積・作付品目・農
業従事日数)

認定農
業者等で
あるか否
か

農地利用最適化推進委員候補者
としての応募の有無

1 篠原　英行 自営業（農業） 66 男

昭和５７年３月
　松山商科大学　経営学部
昭和５７年４月～平成２９年３月
　株式会社フジ
平成２９年４月～現在
　農業
令和元年１０月～現在
　営農型太陽光発電稼働開始
令和２年２月～現在
　松山市認定ＮＰＯくぼの里山会事務局長
令和２年４月～現在
　くぼの里山保存会事務局長
令和６年１０月～現在
　松山こども食堂ネットワークとの連携活動

５０ａ
水稲・玉ねぎ・ブロッコリー

年間３００日

認定農
業者等で
ある

無

2 二宮　清彦 無職 64 男

昭和６２年３月
　松山商科大学　経済学部卒業
平成元年４月～平成１５年３月
　中四国農政局総務課、人事課、土地改良
調査管理事務所、農政部経済課
平成１５年４月～平成２２年３月
　大臣官房協同組合検査部、金融庁、東海
農政局総務部検査官
平成２２年４月～令和６年３月
　大臣官房検査・観察部審査室長、検査課
長
平成元年３月
　日本商工会議所簿記検定２級合格
平成１８年７月
　証券アナリスト２次試験合格
令和６年４月
　伊予史談会において郷土史の研究

０ａ
無

年間０日

認定農
業者等で
ない

応募している

3 和田　淳一 農業兼パート 68 男

昭和５６年３月
　大阪市立大学　経済学部卒業
昭和５６年４月～平成３０年３月
　松山市役所
平成３０年４月～令和５年３月
　松山市役所再雇用
令和５年４月～令和７年１２月
　松山市役所会計年度職員
令和８年１月～現在
　松山市・東温市共有山林組合
令和５年７月～現在
　松山市農業委員

６５ａ
米

年間６０日

認定農
業者等で
ない

無

応募の動機

私は松山市窪野町で就農して８年、中山間地区の小規模農家として地域農業の維
持・発展に如何に寄与できるか考え、自らの農園「いよくぼのファーム」では、SNSや
ECサイトを活用した「玉ねぎ定期便や棚田オーナー制」など、消費者に選ばれる農
業を目指しています。
今後の抱負として①農地の集約・集積を促進し、遊休農地の解消と優良な農地を次
世代に引き継ぐ仕組みづくりに貢献する。②自身の経験を活かし、小規模農家や新
規就農者がデジタル技術を活用して所得向上を図れる支援体制の構築を提言す
る。③都市近郊農業の強みを生かした食育や地域交流を推進し、農業を通じた松山
市の魅力向上に務める。

応募をした者

松山市職員としての経歴のうち、通算２０年間農業委員会事務局に在籍し、その間、
農業委員会の所管する農地法関係許可事務をはじめとして各種事務を処理してき
た知識経験がありますので、その知見を農号委員の立場で活用して松山市の農業
の振興に貢献したいと思い応募しました。

　農林水産省に勤務する中で、様々な農業及び関係団体に係る行政に携わった経
験を活かし、松山市の農業の発展に貢献したいとの思いが最も大きな応募の理由で
す。
　松山市は、多くの地方都市の例にもれず農地と市街地が混在しており、また、島
しょ部、中山間地域における果樹栽培、副業的農家の割合が高いことを特徴としま
すが、農家の高齢化等により遊休地や活用されない農地の増加が懸念されていま
す。そのため、今後の農業の維持・育成においては、農地等の利用の最適化を推進
することが肝要であると考えます。その一助になれればと思い応募させていただきま
した。
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